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（Collèɡe de France） の図書館に収蔵されている。 これをパトリック・ ベイヴェール
（Patrick Beillevaire）氏が翻刻、詳細な訳注とともに以下の一冊にまとめたのが以下である。
Patrick Beillevaire編著 “Okinawa 1930. Notes ethnographiques de Charles Haguenauer.” 

























ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工
abuku awa 泡 ʔa:buku（p.7）
dēzi abunai 大事 de:ʒi de:dʒina（p.421）
štim (i) t (i) de bonne heure 早朝 çitimiti çitimiti（p.432）
akīng akeru 開ける ʔaki:ŋ ʔaki:ŋ（p.389）
aru かかと ʔadu（p.76）
yakā niisan 兄さん jak‘a: jaka:（p.314）
agari 東 ʔaɡari ʔaɡari（p.1）
ai, aikō ari, fourmi 蟻 ʔai, ʔaiko:（p.23）
samansama tombo トンボ ʔa:ke:dʒu（p.23）
ami pluie 雨 ʔami ʔami（p.7）
àm (u) mère 母 ʔam ʔam（p.323）
anani arare, ɡrêle 霰
akking aruku 歩く ʔakkiŋ（p.76）
atisang atsui 暑い ʔatiraŋ（p.21）
awa millet きび awa（p.48）
āfă tante おば ʔupam ʔupɸam:（p.326）
chā thé 茶 tʃa tʃa:（p.165）
chaku 客 客 tʃaku（p.367）
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ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工
sō sani, tani 男根 ϑo:（竿 p.204）
huga scrotum 睾丸 ɸuɡa（睾丸 p.108）
hō （bobo japs） 女陰 pɸo: pɸo:（陰門 p.110）
maku l’orɡane ɡénital 生殖器 maku maku（陰茎 p.111）
chī chichi 乳 tʃi tʃi:（p.91）
tiki 月 月 tiki tiki（p.4）
čimu foie 肝 tʃimu tʃimu（p.92）
čiri kiri, brouillard 霧 čiri kiri（p.9）
šū kyō, aujourd’hui 今日 ʃu: ʃu:（p.408）
c｀hŭ 人 人 tt’ʒu ttʃu（p.342）
čŭūng 来 来る ʃuŋ（p.408）
šurasang beau 美しい ʃuraraŋ（p.128）
ukwing,ukŭing enterrement 埋葬する
daki 竹 竹 daki daki（p.55）
dū corps 体 du: du:, ru:（p.95）
Učinā, Dūčū Lieoukieou 琉球
duru doro 泥 duru（p.6）
dū・rū queue 尾 du: ru:（p.45）
fā feuille 葉 pɸa: pɸa:（p.67）
fafa pas employé 使われていない





cendres 灰 pɸe: pɸe:（p.213）
fuē mouche 蝿 pɸe: pɸe:（p.42）
hari kaze 風 hari hari（p.474）
haru nohara 野原 pɸaŋ（p.431）
fira saka 坂 pɸira（p.13）
piru, piruma hiru 昼 piruma（p.435）
pirugaing, 
pirusang
hiroi 広い piruɡai（広がり p.435）, 
piruraŋ（広い p.435）
piša 足 足 p‘iʃa piʃa（p.40）
piši récif 暗礁 piʃi（p.17）
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ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工
fū voile 帆 pɸu: pɸu:（p.477）
puking fuku 息を吐く、吹く pukiŋ（p.108）
puši hoshi 星 puʃi（p.12）
fuing horu 掘る pɸuiŋ（p.436）
fušung sécher 干す pɸuʃuŋ（p.477）
găi crabe 蟹 ɡai（p.28）
garăsā karasu 烏 ɡarara:（p.28）
gàssang karui 軽い ɡarraŋ（p.81）
fūsang (今
gumasang) 
小 小さい ɸu:raŋ（p.435）, 
ɡumaraŋ（p.404）
gwa 小 指小辞 ɡwa:（p.330下）
fā dent 歯 pɸa: pɸa:（p.102）
haba larɡeur 幅
fabu hebi 蛇
haking kaku はく ɸakiŋ（吐く p.102）
făī aiɡuille 針 pɸai（p.136）
hadjimīng hajimeru 始める pɸadʒimi:ŋ（p.347）
faka haka 墓 pɸaka（p.291）
fana 花 花 pɸana（p.62）
f (p) ana nez 鼻 pɸana pɸana（p.103）
fani hane はね pɸani（p.39）
hāku hayai はやい ha:（p.377下）
fū, fūdira joues 頬 tϑak‘arira rakarira（p.548）
pung fune 舟 舟 p’uŋ（p.181）（p’= 無
気音）
fung hone, os 骨 p‘uŋ pɸuŋ（p.181）
(wā) pung cabinets 便所 wa:puŋ（p.217）
pŭing furu（pluie） （雨が）降る p’uiŋ（p.436）
wībi doiɡt 指 ʔuibi ʔuibi（p.79）
ičū fil 糸 ʔitʃu: ʔitʃu:（p.121）
iking 行 行く ʔikiŋ（p.375）




ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工
imi 忌 忌み
ìng 犬 犬 ʔiŋ ʔiŋ（p.27）
inana (irana à 
Shuri) 
sickle 鎌 hama（p.474）
iru 色 色 ʔiru（p.395）
iši 石 石 ʔisi（p.5）
|iyu poisson 魚 ʔiju（p.26）
djī 地 地 dʒi:（p.4）
hā 井 井 ha: ha:（p.15）
kā kawa, peau, 
écorce
皮 ha: ha:（p.15）
hāra kawa 川 川
habi kami, papier 紙 habi（p.348）
haking écrire 書く hakiŋ hakiŋ（p.346）
hāgi kaɡe 影 ha:ɡi ha:ɡi（p.427）
tira kao 顔 t’ira tira（p.94）
haji kaji, ɡouvernail 舵
hama７ kama, marmite 釜
hami 神 神 kamintʃu（p.401）
kāmi tortue 亀 ha:mi（p.38）
hāmi jarre 甕 ha:mi（p.286）
hōing acheter 買う ho:iŋ（p.478）
hani 金 金 hani（p.5）
kjěēng kuu 食べる ke:ŋ（p.84）
— + ra から から ra（p.540）
kata épaule 肩 hata hata（p.100）
hari vent 風 hari（p.8）
hī 木 木 çi çi:（p.64）
kumu nuaɡe 雲 kumu k’umu（p.9）
kubu araiɡnée 蜘蛛 k’umu（p.30）
kubi cou 首 k’ubi kubi（p.84）
kuči 口 口 k’ut’ʃi kutʃi（p.83）
kukuru 心 心 tʃimu（p.92）
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ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工
kumi 米 米 ɸumi ɸumi（p.67）
kumbu kunibu, oranɡe オレンジ kumbu（p.51）
kù˘sa 草 草 kuϑa kura（p.50）
making maku, tordre 巻く、ねじる maki:ŋ（p.440）
mačung matsu 待つ matʃuŋ（p.371）
makka oreiller 枕 makka（p.214）
madi made まで mari:（p.541）
māmi 豆 豆 mami（p.68）
marusang rond 丸い maruraŋ（p.441）
mī 目 目 mi: mi:（p.112）
mjē 前 前 me: me:（p.444）
mī (mīmung) 女 femelle 女 junaɡu mi:muŋ（p.43）
mimi 耳 耳 mimi mimi（p.114）
miīng 見 見る mi:ŋ（p.113）
mjě meshi 飯 飯 me:（p.186）
mmadīng, 
umariīng
生 umareru 生まれる ʔmmari:ŋ（p.320）
mīnada,  
mīnara
larme 涙 nara nada（p.320）
ummā sœur aînée 長女
mmù imo 芋 ʔmmu（p.73）
mōing danser 踊る mo:iŋ（p.314）
mudji blé 小麦 mudʒi（p.69）
naking crier 泣く nakiŋ（p.96）
nagariīng naɡareru 流れる
naka 中 中 naka naka（p.423）
nami vaɡues 波 nami（p.10）
narēng narau 習う nare:ŋ（p.338）
nači 夏 夏 nati（p.1）
puyu hiver 冬 p’uju（p.1）
nàǐng naru（nayunɡ） なる najiŋ（p.423）
něē jishin 地震 ne:（p.7）
nī 根 根 ni:（p.60）
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ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工
mjā niwa 庭 mja:（p.183）
ngi-ing 出 deru 出る ŋɡi:ŋ（p.190）
muru minna, tous みんな muru（p.444）
 (ŭ) ǹagi anɡuille ウナギ nnaɡi（えらぶうみへ
び p.46）
nne ine 稲 ʔini（p.455）
nni mune 胸 ʔnni nni（p.119）
nū? what 何 nuu（p.425）
nŭdī nodo 喉 nuri nuri:（p.98）
nubuing noboru のぼる nubuiŋ（p.426）
nuing noru のる nuiŋ（p.381）
fāfā ɡrand-mère 祖母 pɸa:pɸa:（p.291）
upŭšū ɡrand-père 祖父 ʔupɸuʃu: ［呼称］
（p.326）
rū rame 櫓 ru:（p.486）





saki saké 酒 raki（p.157）
čā shita 舌 舌 thʃa: tʃa:（p.92）
šima île 島 ʃima（p.17）
ša 下 shita 下 ʃa:（p.2）
ŭī 上 上 ʔui ʔui（p.395）
nōing coudre 縫う no:iŋ（p.133）
sora 空 inconnu, 







sā tare 誰 ra:（p.545）
sā ta 田 田んぼ tϑa ra:（p.463）
sabi tabi, voyaɡe 旅 rabi（p.412）
tačung 立つ 立つ ratʃuŋ（p.86）
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ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工




火 mēšung idem 同上 me:ʃuŋ（p.215）
sakasang 高 高い 中南部的 rakaraŋ（p.410）
sani tane 種 rani（p.52）
saru taru, tonneau 樽
satang tatami 畳 rataŋ（p.199）
sī, tsī 手 手 tϑi: ϑi:（p.88）
tsira, t (s) id (r) a 日 soleil 太陽 tϑira ϑira（p.18中）、tira
（p.421）
dugēd (r) ašung taosu 倒す
tibu tsubo, jarre 壺８ tibu（p.167）
titimīng tsutsumu 包む
tìmi tsume 爪 t’imi timi（p.94）
tī˘na tsuna 綱 tina（p.205）
tinši, tint (s) i ɡenou 膝 tinϑi（p.95）, 
timbuϑuku（p.548）
tui, ＊sŭi９ tori, oiseau 鳥 tϑui ϑui（鶏 p.33）
tudji, ×sudji10 tsuma, femme 妻 tϑuʒi ϑudʒi（p.336）
sumīng tomeru 止める ϑumi:ŋ（p.414）
sūsang toi, loin 遠い ϑu:raŋ（p.413）










uchi 内 内 ʔutʃi（p.397）
utīng utsu うつ ʔutʃuŋ（打つ p.397）, 
ʔuti:ŋ（落ちる）




ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工
umuyung 思 思う ʔumuiŋ（p.399）
uni 鬼 鬼
umi mer 海 ʔumi（p.17）
unju vous あなた na:（p.282, ʔundʒu と
言わない）
yā omae おまえ ja:（p.314）
nā quand la 女 




ŭ-ing uru, vendre 売る ʔuiŋ（p.455）
ŭ｀si mortier 臼 ʔuϑi（石臼 p.456）
aring kine, pilon 杵 ʔariŋ（p.454）
urīng oriru おりる ʔuri:ŋ（p.400）
ùtu oto 音, bruit 音
gutu otto, mari 夫 ɡut’u ɡutu（p.330）
uya oya 親 ʔuja ʔuja（p.327）
wařabi enfant 子供 warabi（p.358）
wařaing rire 笑う ware:ŋ（p.451）
wata intestin はらわた wata（p.46）
gū-mung mâle オス ɡu:muŋ（p.29）
diking kimono, 衣 着物 dikiŋ dikiŋ（p.131）
wassang warui 悪い warraŋ（p.374）
ugaming prier 拝む ʔuɡamiŋ（p.224）
gung (wūng à 
Shuri) 







rat ネズミ ʔe:ntʃu: ʔe:ntʃu（p.27）
wiīng planter 植える ʔuiŋ（p.455）
yā 家 家 ja: ja:（p.186）
yakǐng yaku 焼く jakiŋ（p.455）
yura eda, branche 枝 jura juda（p.71）
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ア氏の久高表音 ア氏語釈 筆者語釈 方言研 福治・加治工
yuru yoru, nuit 夜 juru（p.448）
yū eau chaude 湯 ju:（p.187）
ǐǐng, iīng 云ふ 言う
yuming lire 読む jumiŋ（p.356）
yuru yoru 夜 juru（p.448）
čūsang tsuyoi 強い tʃu:saŋ tʃu:raŋ（p.418）







治・加治工（2012: iii）はこの音声に対し「特殊な音声 [ra] はスァと表記し、[ϑi] はスィ、




発音に対応する音を s と記述し、š とは区別をしている。アグノエルが s と記述している







め る）、sūsang（遠 い）、su-bīing, tsu-bīng（飛 ぶ）、tu-ing, su-ing（取 る）、tū-ing, 




š-： ša（下）、štim (i) t (i)（早朝）、 šū（今日）、šurasang（美しい）、piša（足）、piši（暗
礁）、puši（星）、fušung（干す）、šima（島）、iši（石）、upŭšū（祖父）、pi mjēšung（火
を付ける）、dugēdašung（倒す）、tinši, tint (s) i（膝）
３.２　chaとč
　アグノエル語彙における破擦音には ch と č の２種がある。ch に対応する現代方言はい
ずれも [tʃ] と表記されるが、č についても同様に [tʃ] と表記されることも多い。
ch-： chā（茶）、chaku（客）、chī（乳）、uchi（内）、wen-chū, ēn-chū（ネズミ）、c｀hŭ（人）13







口 kuči k’ut’ʃi kutʃi
夏 nači nati




の違いを ch と č の２種で使い分けていたと思われる。
３.３　pとf
　アグノエルはハ行音を p あるいは f で記している。アグノエルが p で記した発音は多
















　また、首里方言で語頭に /’u/ があらわれる「雄」「夫」「住む」「疲れる」に g 音が現れる。






















ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
iši 石 石 ʔiʃi（p.5）
sina suna, sable 砂 ϑina（p.6）
また、「内」と「爪」の例にみるように、タ行イ段とタ行ウ段も区別されている。
ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
uchi 内 内 ʔutʃi（p.397）
tìmi tsume 爪 t’imi timi（p.94）
tī˘na tsuna 綱 tina（p.205）
　いわゆる四つ仮名（ジとヂ、ズとヅ）の区別は、語数が少ないため不明である。
３.７　rとr
　アグノエルが記すr音には二種類がある。一つはrの下に点を施した r と点のない r であ
る。以下にそれらを使用した例を記す。






のようにラ行由来の語も含まれ、d 音と並記されることも多い。一方、r 音には d 音と並
記される例はなく、殆どがラ行音に由来している。ただ語彙集には「風」が二度記録され、
一方は r、もう一方は r で記されている。両音は近似した音であったと考えられる。













ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
ŭ｀si mortier 臼 ʔuϑi（石臼 p.456）
tìmi tsume 爪 t’imi timi（p.94）
|ìyu poisson 魚 ʔiju（p.26）
|imi yume 夢 ʔimi（p.78）
ìng 犬 犬 ʔiŋ ʔiŋ（p.27）
c｀hŭ 人 人 tt’ʒu ttʃu（p.342）
(ŭ) ǹagi anɡuille ウナギ nnaɡi（えらぶうみへび p.46）





ではなく、強いさまたげ /p,t,ç,k/ と弱いさまたげ /ɸ,ϑ,ş,h/ で弁別的特徴をなす」とある。
　中本1985では、久高島方言の両唇破裂音 [p]、軟口蓋破裂音 [k]、歯茎破裂音 [t]、歯茎破

















ā, a, ă, à
ē, e, ě
ī, i, ǐ, ì
ō, o
ū, u, ù, ŭ
　現代方言との比較から、無標の a, e, i, o, u は短母音、ローマ字の上の横棒が付される ā, 
ē, ī, ō, ū は長母音であろうと思われる。
　e の長母音 ē はnnē（稲）、wen-chū, ēn-chū（ネズミ）のみ、o の長母音 ō は hōing（買
う）にしか使われていない。ここから短母音については三母音化がほぼ実現していたと考
えられる。では、その他の記号 ă, à, ě , ǐ, ì ,ù, ŭ についてはどうだろうか。
ă：
ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
găi crabe 蟹 ɡai（p.28）
garăsā karasu 烏 ɡarara:（p.28）
făī aiɡuille 針 pɸai（p.136）
ă で記される音は、現代音ではみな短母音となっている。「蟹」「針」の例では ă に i が後
続するため、他の a と比べてやや狭い母音であることを示しているかも知れない。
ě：
ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
kjěēng kuu 食う ke:ŋ（p.84）
něē jishin 地震 ne:（p.7）




ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
nàǐng naru（nayunɡ）なる najiŋ（p.423）
yakǐng yaku 焼く jakiŋ（p.455）
iǐng, iīng 云ふ 言う
ǐ は、動詞の語尾の一部として使われ、現代語では短母音に対応している。
ŭ：
ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
c｀hŭ 人 人 tt’ʒu
pŭing furu（pluie） （雨が）降る p’uiŋ（p.436）
(ŭ) ǹagi anɡuille ウナギ nnaɡi（えらぶうみへび p.46）
nŭdī nodo 喉 nuri nuri:（p.98）
upŭšū ɡrand-père 祖父 ʔupɸuʃu: ［呼称］（p.326）
ŭī 上 上 ʔui ʔui（p.395）
tui, sŭi tori, oiseau 鳥 tϑui ϑui（鶏 p.33）
ŭ-ing uru, vendre 売る ʔuiŋ（p.455）
ŭsi mortier 臼 ʔuϑi（石臼 p.456）
ŭ は現代方言の短母音 [u] に概ね対応している。
à：
ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
àm (u) mère 母 ʔam ʔam（p.323）
gàssang karui 軽い ɡarraŋ（p.81）
nàǐng naru（nayunɡ）なる najiŋ（p.423）
ì：
ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
|imi yume 夢 ʔimi（p.78）
ìng 犬 犬 ʔiŋ ʔiŋ（p.27）
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|ìyu poisson 魚 ʔiju（p.26）
ngi-ing 出 deru 出る ŋɡi:ŋ（p.190）
tìmi tsume 爪 t’imi timi（p.94）
ù：
ア氏表音 ア氏語釈 語釈 方言研 福治・加治工
kù˘sa 草 草 kuϑa kura（p.50）
mmù imo 芋 ʔmmu（p.73）

































１　 中本（1985: 174）、ローレンス（2006: 114）参照。







６　 Beillevaire（2010 : 149）に‘砂：sina [suna, sable];  fama [hama] : la plage’とある。
７　 福治・加治工（2012: 208）はhamaを「釜」ではなく、「かまど」としている。







14　 kabi presque kavi (bilabial) les lèvres ne touchent pas.
15　 ｢畑｣ が haru になっている一方、「便所」はアグノエルの資料では  (wā) pung と語
末の *-ru が /ɴ/ に変化した語形になっている。福治・加治工（2012）によると、この
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